
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
No.１０９ 202４年１月１６日 JR東労組大宮地本 

ＪＲ東労組大宮地本は「宇都宮営業統括センター（宇都宮駅・黒磯駅）の業務体制の

見直し」について大宮支社より提案を受け、関係職場と議論を重ねてきました。 

施策の内容は（１）宇都宮営業統括センター（宇都宮駅）の「みどりの窓口」の営業

時間を前後１時間短縮し、体制の見直しを行う（２）宇都宮営業統括センター（黒磯駅）

の「みどりの窓口」の営業を終了し、体制を見直すとともに、宇都宮営業統括センター

（那須塩原駅）に所管される箇所へと管理体制を見直す内容です。 

新型コロナウイルスが５類に移行し、年末年始輸送では乗車率１００％を超える列

車が相次ぎ、利用者は増加傾向にあります。そのような中、職場では日々安全・安定輸

送とサービス品質向上を目指して業務に励んでいます。 

「チケッティング改革」を推し進めていますが、チケットレス比率は３割から４割程

度で推移しており「ネットは難しくて使えない」「券売機は案内してもらわないと扱え

ない」といった利用者の声も多いのが現実です。 

また、現場の体制が縮小されることで異常時対応能力やサービス低下が懸念される

一方で企画業務も取り組んでおり、業務量増加と駅で働く社員数の乖離に現場組合員・

社員のモチベーションは低下し、離職を考える若い社員が多くいます。駅で働く組合

員・社員の声に耳を傾け、モチベーションの向上を図ることが喫緊の課題です。 

職場が意欲と納得感を持って施策を担えるように職場組合員の不安、疑問を解消し、

「安全・健康・ゆとり」を確保するため下記の通り申し入れを行いました。 

今後、組合員の声を基に団体交渉を行います。 

大地申 

第 12号 

「宇都宮営業統括センター（宇都宮駅・黒磯駅）の業務体

制の見直しについて」に関する申し入れを提出！ 

 

１．今施策の目的と根拠を具体的に明らかにすること。 

２．宇都宮駅の「みどりの窓口」が今まで以上に混雑することが予想されることから、

自動券売機の案内要員を配置し徒列整理を行うこと。 

３．黒磯駅の「みどりの窓口」が営業終了することで近隣駅の「みどりの窓口」を案内

するのは足ロスが大きいため、自動券売機の案内要員を配置し割引切符の発売を行う

こと。 

４．黒磯駅の管理体制が見直されることから異常時の対応フローを明確にすること。 

５．黒磯駅の管理体制が見直されることでの業務量の変化と地域との連携について具体

的に明らかにすること。 

６．施策実施に伴い職場環境の改善を行い、働きがいの向上に努めること。 

７．施策に伴う異動の際は本人希望を尊重すると共に新体制での業務に支障をきたさな

いようにすること。 

申し入れ項目 

職場の声を基に「安全・健康・ゆとり」ある職場を創りだそう! 


